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S
a
m
g
h
�
t
a
s
�
t
r
a
-d
h
a
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
真
田
康
道
一
は
じ
め
に
『
サ
ソ
ガ
ー
タ
経
』
S
a
m
g
h
�
ta
-s
�
tr
a
に
は
、
梵
本
、
漢
訳
、
西
蔵
訳
お
よ
び
サ
カ
語
訳
(
ま
た
は
于
閲
語
)
の
資
料
が
あ
る
。
そ
の
資
料
の
概
要
を
列
記
す
る
と
次
の
如
で
あ
る
。
,-
.
　
-K
-
ﾄ
r
y
a
-s
a
rn
g
h
�
ta
-s�
tr
a
-d
h
a
r
m
a
-p
a
r
y
�
y
a
　　
梵
本
は
、
イ
ソ
ド
の
二
箇
所
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
デ
リ
ー
の
国
立
文
書
局
(N
atio
n
a
l
A
r
ch
iv
e
s)
が
所
蔵
し
、
他
は
、
ス
リ
ナ
ガ
ル
博
物
館
(
S
r
i
P
ra
ta
p
S
in
g
h
M
u
se
u
m
S
r
in
a
gq
a
r)
が
所
蔵
し
て
い
る
。
デ
リ
ー
国
立
文
書
局
所
蔵
本
(
以
下
デ
リ
ー
本
と
云
う
)
は
、
ス
タ
イ
/
(S
ir
A
u
re
l
S
te
in
)
が
一
九
111
1
年
に
ギ
ル
ギ
ッ
ト
の
ナ
ウ
プ
ー
ル
(
N
a
u
p
u
r
)
村
の
仏
教
遺
跡
か
ら
蒐
集
し
た
多
く
の
仏
典
写
本
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
典
写
本
は
、
"
S　
a
ta
-P
ita
k
a
"
　
書
に
"
G
ilg
it
B
u
d
d
h
is
t
M
a
n
u
s
c
r
ip
t
s"
+
鞠
と
題
し
て
複
Ldtj,
印
刷
(
F
a
c
sim
ile
e
d
itio
n
)
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
、
第
八
～
九
巻
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
樺
皮
製
(
b
irc
h
b
ar
k
)
で
四
本
の
写
本
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
七
十
八
葉
と
九
十
一
葉
の
不
完
全
本
、
お
よ
び
七
葉
S
a
m
g
h
�
t
a
s
�
t
r
a
-d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
と
十
五
葉
の
断
片
の
計
四
本
で
あ
る
。
十
五
葉
の
断
片
本
は
、
シ
ャ
ル
ダ
文
字
(
S
�ra
d
�
)
で
書
か
れ
て
お
り
七
世
紀
以
後
に
属
す
る
写
本
で
あ
る
が
、
他
の
三
つ
の
写
本
は
直
立
グ
プ
タ
文
字
(
U
p
rig
h
t
G
u
p
ta
S
cr
ip
t
)
で
書
か
れ
て
お
り
、
　
書
体
か
ら
し
て
五
～
六
世
紀
に
遡
り
え
る
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
博
物
館
所
蔵
の
写
本
は
'
O
.
V
.
H
in
u
b
e
r
に
よ
れ
ば
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
三
つ
の
写
本
が
あ
る
と
云
う
。
写
本
飼
樺
皮
。
百
二
十
一
葉
°
診
r
a
d
�
sc
r
ip
t
完
全
本
。
v　
写
本
B
樺
皮
。
六
十
四
葉
。
a
c
u
r
s
iv
e
v
a
r
ie
ty
o
f
u
p
r
ig
h
t
s
u
r
ip
t
?
匸
不
完
全
本
。
写
本
C
樺
皮
。
九
十
一
葉
。
書
体
不
明
。
匚
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
ζ
゜
ω
゜
K
a
u
l
S
h
a
str
i
が
j
九
ゴ
一
八
年
に
、
ス
タ
イ
ン
が
写
本
を
蒐
集
し
た
同
一
場
所
を
さ
ら
に
発
堀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
リ
ー
本
も
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
も
同
じ
場
所
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
の
写
本
A
は
、
幾
つ
か
存
在
す
る
『
サ
匚
ン
ガ
ー
タ
経
』
写
本
の
中
で
唯
一
の
完
全
本
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
非
常
に
貴
重
五
七
人
文
学
論
集
な
写
本
で
あ
る
が
、
K
a
u
l
S
h
a
str
i
は
、
こ
の
写
本
の
奥
書
か
ら
、
執
筆
さ
れ
た
年
代
は
十
一
世
紀
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
デ
リ
ー
本
の
シ
ャ
ル
ダ
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
十
五
葉
の
断
片
(L
ist
N
0
.3
9
)
を
除
く
他
の
三
つ
の
写
本
は
、
直
立
グ
プ
タ
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
書
体
か
ら
五
、
六
世
紀
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
写
本
と
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
と
の
間
に
は
、
相
当
の
年
匚
代
的
開
き
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
本
学
の
小
玉
大
円
助
教
授
を
責
任
者
と
す
る
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
仏
教
の
研
究
」
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
ス
リ
ナ
ガ
ル
に
赴
い
て
、
当
地
の
ζ
゜
ω
゜
H
a
s
s
n
a
in
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
お
匸
よ
び
B
を
写
真
撮
影
に
よ
っ
て
収
録
し
た
。
飢
西
褻
本
『
h
p
a
g
s
-p
a
-z
u
n
-gq
y
i-m
d
°
樹
甲
゜
h
o
s
-k
y
i-r
n
a
m
-g
r
a
m
北
京
版
Z
0
.
7
7
0
V
o
1
.
2
8
(2
3
6
-
5
-
6
)
～
(2
5
7
-
4
-
5
)
デ
ル
ゲ
版
乞
o
.
1
0
2
[
N
a
2
2
8
a
1～
2
7
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b
z〕
九
世
紀
前
半
に
訳
出
。
訳
者
i
U
ぎ
詠
圃一ρ
旨
蠧
B
肆
霽
℃
饗
み
Φ
・゚
ム
Φ
゜
③
漢
訳
本
二
訳
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『僧
伽
旺
経
』
月
婆
首
那
訳
。
五
三
八
年
訳
出
。
大
正
十
三
巻
大
集
部
。
『仏
説
大
集
会
正
法
経
』
施
護
訳
。
九
三
〇
年
以
降
訳
出
。
大
正
十
三
巻
大
集
部
。
ω
サ
カ
語
訳
本
サ
カ
語
は
、
于
闡
語
と
も
云
い
、
K
h
ota
n
(
于
闡
)
地
方
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
で
、
「紀
元
前
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
西
北
イ
ン
ド
、
西
イ
ン
ド
に
政
権
を
も
っ
た
サ
カ
族
の
言
語
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
云
う
。
こ
の
五
八
語
は
「
新
古
の
二
層
が
認
め
ら
れ
」
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
、
「
古
ウ
テ
ン
語
」
(
古
層
の
サ
カ
語
)
に
属
す
る
。
コ
ー
タ
ン
地
方
で
蒐
集
さ
れ
た
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
断
片
写
本
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
に
散
在
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
正
確
な
所
在
地
、
数
量
な
ど
は
明
確
で
な
い
が
、
幾
つ
か
の
校
訂
や
翻
訳
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
も
部
分
的
に
と
ど
ま
り
完
全
な
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
を
構
成
す
る
写
本
は
整
え
ら
れ
て
い
な
い
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
如
く
そ
の
資
料
は
豊
富
に
具
わ
っ
て
い
る
と
云
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
経
典
が
ギ
ル
ギ
ッ
ト
と
コ
ー
タ
ン
で
多
く
の
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
方
を
中
心
と
し
た
西
北
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
で
広
く
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
や
日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
経
典
で
も
あ
る
。
わ
ず
か
に
『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
『
僧
伽
旺
経
疏
』
二
巻
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
こ
れ
も
散
佚
し
て
い
る
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
(S
a
m
g
h
�
ta
-d
h
a
rm
a
p
a
r
y
�
y
a
)
を
宣
揚
す
る
経
典
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
信
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
の
偉
大
さ
と
、
罪
業
の
消
滅
を
説
い
て
い
る
。
ω
o
旨
-
g
h
�
ta
-d
h
a
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
と
は
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
説
示
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
拙
論
で
は
、
①
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
の
意
味
と
、
②
そ
の
法
門
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
取
扱
う
資
料
に
関
し
て
は
、
梵
本
の
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A匚
と
漢
訳
『
僧
伽
旺
経
』
及
び
西
蔵
訳
本
と
は
、
互
い
に
よ
く
一
致
す
る
が
、
漢
訳
『
大
集
会
正
法
経
』
は
増
広
し
た
跡
が
見
受
ら
れ
、
内
容
的
に
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
梵
本
の
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
写
本
A
と
月
婆
首
那
訳
『僧
伽
匸
旺
経
』
を
中
心
と
し
、
適
時
西
蔵
訳
を
引
用
し
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
二
『
大
集
経
』
と
の
関
係
『
僧
伽
旺
経
』
及
び
『
大
集
会
正
法
経
』
ば
、
共
に
『大
正
蔵
経
』
十
三
巻
の
「
大
集
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
『僧
伽
旺
経
』
は
元
来
「
大
集
部
」
に
編
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
井
ノ
ロ
泰
淳
氏
は
〔『
至
元
録
』
に
ょ
れ
ぽ
、
『
祥
符
録
』
に
お
い
て
始
め
て
『大
集
会
正
法
経
』
が
「大
O
集
部
」
に
編
入
さ
れ
、
『
至
元
録
』
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
〕
の
で
あ
り
、
ま
た
〔『僧
伽
旺
経
』
は
『
法
経
録
』
以
来
、
経
録
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
経
②
が
『
大
集
経
』
と
関
係
せ
し
め
ら
れ
た
事
は
全
く
な
い
〕
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
僧
伽
旺
経
』
及
び
異
訳
の
『
大
集
会
正
法
経
』
は
、
『
大
集
経
』
と
は
独
立
し
た
経
典
と
し
て
当
初
中
国
で
は
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
内
容
的
に
『
大
集
経
』
と
『
僧
伽
旺
経
』
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
論
ず
る
前
に
『大
集
経
』
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
経
典
で
あ
る
の
か
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
内
容
を
見
る
限
り
、
は
な
は
だ
曖
昧
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
周
知
の
如
く
、
北
涼
の
曇
無
讖
訳
の
『
大
方
等
大
集
経
』
は
、
六
十
巻
の
大
部
の
経
典
で
あ
る
が
、
「
六
十
巻
本
は
、
経
録
の
示
す
所
に
よ
る
と
、
隋
代
に
僧
就
が
編
ん
だ
の
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
古
く
は
大
集
経
は
多
く
三
十
巻
内
外
の
本
を
指
し
、
他
は
大
集
部
に
属
し
つ
つ
も
夫
れ
く
別
名
を
以
っ
て
記
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。」
ま
た
、
『
大
集
経
』
の
各
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
内
容
を
説
き
、
統
一
を
欠
く
経
典
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
蔵
訳
に
至
っ
て
は
、
一
層
統
一
的
編
集
意
欲
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
様
で
あ
れ
S
a
xn
g
h
碧
a
s
�
tr
a
-
d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
ぽ
、
本
来
こ
の
経
典
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
『
大
集
経
』
と
い
う
経
典
名
自
体
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
大
い
に
疑
問
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
松
本
文
三
郎
博
士
は
、
『
大
集
経
』
の
意
味
が
「
単
に
集
め
た
経
の
義
」
で
も
な
く
、
さ
ら
に
『
大
集
経
』
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
が
普
通
一
般
に
M
a
h
�
-sa
n
n
ip
�
t
a
-s
�
tr
a
と
云
わ
れ
.
s
a
n
n
ip
�
ta
は
、
「
衆
生
の
類
の
集
を
意
義
」
す
る
か
ら
こ
の
経
典
は
、
「
大
集
会
の
衆
に
対
し
、
又
大
集
会
に
於
い
⑥
て
説
い
た
経
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
来
た
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
も
な
く
、
こ
の
経
を
編
纂
し
た
人
々
の
真
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
法
数
、
法
宝
⑦
の
聚
、
法
相
の
聚
」
を
説
く
こ
と
に
あ
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『大
集
経
』
の
各
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
経
典
と
し
て
存
在
し
な
が
ら
も
、
法
数
、
法
宝
の
聚
、
法
相
を
語
る
経
典
と
し
て
互
い
に
類
似
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
法
数
と
は
、
喩
え
ぽ
「陀
羅
尼
自
在
王
菩
薩
品
」
に
「善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
八
の
光
明
有
り
、
是
の
八
明
を
以
て
能
く
諸
の
闇
を
壊
し
菩
薩
行
を
浄
む
、
何
等
を
八
と
為
す
。
一
に
念
光
、
二
に
意
光
、
三
に
行
光
、
四
に
法
光
、
五
に
智
光
、
六
に
実
光
、
七
に
神
通
光
、
八
に
無
礙
光
な
り
、
念
光
に
八
種
あ
り
云
々
」
と
あ
る
ご
と
く
、
一
つ
ひ
と
つ
数
を
並
べ
て
用
語
や
句
を
列
挙
し
な
が
ら
解
説
す
る
教
義
で
あ
る
。
法
宝
の
聚
り
(あ
る
い
は
法
聚
)
と
は
、
「
無
言
菩
薩
品
」
に
「
八
万
四
千
の
法
聚
」
と
説
か
れ
て
い
る
ご
と
く
、
仏
の
多
く
の
教
説
を
意
味
す
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
三
宝
中
の
法
宝
の
聚
り
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
相
の
聚
と
い
う
語
は
、
真
理
が
こ
の
世
界
に
種
々
様
々
な
相
と
し
て
具
現
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「種
々
の
教
説
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
相
の
聚
を
こ
の
よ
う
な
意
味
に
解
す
る
な
ら
ぽ
「
八
万
四
千
の
法
聚
」
catu
ra
siti-d
h
a
rm
a
-sk
a
n
d
h
a
-sah
a
sr�
n
i
は
、
普
通
「
八
万
四
千
の
法
門
」
と
五
九
人
文
学
論
集
云
わ
れ
、
多
く
(八
万
四
千
)
の
教
説
(法
門
)
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
数
に
ま
と
め
ら
れ
た
仏
語
の
列
挙
(法
数
)
も
そ
れ
が
同
時
に
法
の
聚
り
と
い
う
こ
と
に
帰
結
さ
れ
、
結
局
法
数
は
法
聚
と
同
一
意
味
に
な
る
。
し
か
も
、
『
大
集
経
』
は
、
一
定
数
に
教
理
を
ま
と
め
た
法
数
を
随
所
に
説
い
て
は
い
る
が
、
「
法
数
」
と
い
う
言
葉
自
身
は
、
『大
集
経
』
中
に
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
大
集
経
』
全
体
に
共
通
し
統
一
す
る
も
の
は
、
一
貫
し
た
筋
道
あ
る
思
想
内
容
で
は
な
く
、
「
法
聚
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
ご
と
く
、
『
大
集
経
』
の
「
大
集
」
と
い
う
語
が
、
説
法
を
聴
く
た
め
に
多
く
の
衆
生
が
諸
方
か
ら
集
り
来
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
「
集
会
」
ω睾
口
憎
p
�ta
と
い
う
ijitI義
を
持
つ
こ
と
を
松
本
文
三
郎
博
士
は
、
一
応
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
蓮
沢
成
淳
氏
は
、
「大
集
」
の
意
味
に
は
、
「
法
聚
」
の
外
に
「
仏
菩
薩
な
ど
の
多
数
の
集
り
」
で
あ
る
「大
集
会
」
の
意
味
も
有
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
の
『
大
集
経
』
に
対
す
る
管
見
の
限
り
に
於
て
も
、
こ
の
語
が
「大
集
会
」
と
「法
聚
」
の
二
つ
の
意
味
を
同
時
に
合
せ
持
つ
こ
と
が
正
し
い
と
考
え
る
。
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
を
考
察
す
る
箇
所
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
の
様
に
『
大
集
経
』
が
何
を
意
図
し
た
経
典
で
あ
る
か
に
触
れ
た
の
で
あ
る
が
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
「法
聚
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
の
経
典
中
に
二
箇
所
み
ら
れ
る
。
地
大
之
性
無
言
無
説
。
法
聚
無
知
無
覚
。
鋤
8
什き
(9ーザ
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凛
けぼ
く
(貯
菩
)
鷲
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昌
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昌
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＼
d
h
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rm
a
-sk
a
n
d
h
a
m
(n
a
)
p
raj�
n
a
n
ti
//
他
の
個
所
は
、
六
〇
世
尊
。
法
聚
。
法
聚
者
何
因
縁
故
。
名
為
法
聚
。
仏
告
薬
上
。
善
男
子
。
法
聚
者
名
日
浄
行
。
浄
行
者
能
離
一
切
不
善
之
法
/
d
h
a
r
m
a
-s
k
a
n
d
h
o
,
d
h
a
r
m
a
-sk
a
n
d
a
iti
b
h
a
g
a
v
a
n
n
u
c
y
a
te
,
k
iy
a
t�
b
h
a
g
a
v
a
n
d
h
a
r
m
a
-sk
a
n
d
h
a
it
y
u
c
y
a
te
/
b
a
g
a
v
�
n
�
h
a
/
d
h
a
r
m
a
-
s
k
a
n
d
h
a
iti
k
u
la
p
tr
o
c
y
a
te
y
o
b
r
a
h
m
a
-c
a
r
y
a
m
p
a
r
y
e
sa
(
t)
e
,
b
r
a
h
m
a
-c
a
r
y
a
(
m
)
p
a
r
y
e
s
y
a
sa
r
v
a
-p
�
p
�
d
v
ir
a
m
a
ti
Q
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
漢
訳
の
「
法
聚
」
に
相
当
す
る
ω
臨
゜
は
d
h
a
r
m
a
-s
k
a
n
d
h
a
(
T
ib
:ch
o
s
-k
y
i-p
h
u
n
-p
o
)
で
あ
る
。
異
訳
の
『
大
集
会
正
法
経
』
は
、
前
に
相
当
す
る
箇
所
は
存
在
し
な
い
が
、
後
者
に
相
当
す
る
部
分
で
は
「
法
蘊
」
と
訳
し
て
い
る
。
『
サ
ソ
ガ
ー
タ
経
』
が
わ
ず
か
二
箇
所
で
は
あ
る
が
、
「
法
聚
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
経
典
が
『
大
集
経
』
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
事
実
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
説
か
れ
る
意
図
は
、
前
述
の
通
り
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
S
a
m
g
h
�
ta
-d
h
a
r
m
a
-p
a
r
y
�
y
a
の
宣
揚
に
あ
る
が
、
ω
鋤
旨
・
g
h
�
ta
と
い
う
語
を
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
の
語
は
s
a
m
<
g
h
a
t
(
to
a
sse
m
b
le
to
g
e
th
e
r,
to
m
e
e
t,to
en
c
o
u
n
ter
)
か
ら
派
生
し
た
男
性
名
詞
で
あ
る
か
ら
、
「
集
」
と
か
「
聚
」
あ
る
い
は
「
集
会
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
漢
訳
の
月
婆
首
那
は
、
こ
の
語
を
音
訳
し
「
僧
伽
旺
」
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
施
護
は
、
「
大
集
会
」
と
意
訳
し
て
い
る
。
一
方
、
西
蔵
訳
を
見
る
と
、
ω
鋤
旨
αq
げ
碧
o
の
語
を
..塁
口
、"
に
当
て
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
「
受
持
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
が
、
そ
の
理
由
は
S
a
rimg
h
�
ta
-d
h
a
r
m
a
-p
a
r
y
�
y
a
が
後
述
す
る
よ
う
に
「
大
乗
法
を
受
持
す
る
こ
と
」
の
意
味
と
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
為
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
'
S
a
m
g
h
�
ta
-d
h
a
r
m
a
-p
a
r
y
�
y
a
は
、
d
h
a
r
m
a
-s
k
a
n
d
h
a
や
s
a
n
n
ip
�
ta
と
同
義
語
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
解
し
て
も
よ
い
と
思
う
。
三
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
の
意
味
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
内
容
的
に
ど
の
よ
う
に
こ
の
経
典
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
、
こ
の
法
門
を
語
る
幾
つ
か
の
重
要
点
を
経
典
中
か
ら
拾
い
上
げ
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ω
罪
業
の
除
滅
を
述
べ
る
。
r
悪
業
か
ら
衆
生
を
解
放
す
る
こ
と
が
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
の
目
的
で
あ
る
と
云
え
る
。
こ
の
経
典
の
初
め
の
部
分
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
爾
時
世
尊
告
一
切
勇
菩
提
菩
唾
。
有
法
門
名
僧
伽
庇
。
、
若
此
.法
門
、在
閻
浮
提
。
有
人
聞
者
。
悉
能
除
滅
五
逆
罪
業
。
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
得
不
退
転
。
一
切
勇
。
於
汝
意
云
何
。
若
人
聞
此
法
門
福
之
聚
。
過
於
一
仏
福
徳
之
聚
。
Φ
<
。
旨
げ
冨
Q゚
襞
穹
巳
江
の霞
(
<
)
p。
み
霞
。
び
○
き
同-の。
鼻
〕
ぐ
。
彎
⇔
冨
-の
簿
〔岱
く
O
b
h
a
g
a
v
a
ta
h
p
r
a
t
y
a
sr
a
u
s
it
/
b
h
a
g
a
v
�
n
a
　
t
h
　
a
ite
d
a
v
o
c
a
t
//
a
s
ti
s
a
r
(
v
　
a
-s
�
r
a
sa
m
g
h
�
to
n
�
m
a
d
h
a
r
(m
　
a
-p
a
r
�
�
y
a
(h
)
/
y
a
(s
)
ta
r
h
i
恥
(
餌
b
P)
げ
学
牙
(
同)
b
Φ
崗
p
$
同
霧
髯
鉱
＼
巻
〔
ザ
〕
訂
い
o
津
。゚襞
(
<
》
み
口
諾
日
伴
ヨ
s
a
m
g
h
�
ta
xn
d
h
a
r
(
m
)
a
-p
a
r
y
�
y
a
m
s
ro
s
y
a
t
i
ta
s
y
a
p
a
m
c
�
ri
a
n
ta
r
y
�
-
且
訂
八
白
)
穿
鋤
蠢
鼠
巳
℃
霞
一訂
p
巻
厳
冨
亀
き
口
＼
象
巴
く
巽
け岸
(
9
)
い
8
b
h
v
is
y
a
ty
a
n
u
t
ta
r
�
y
�
m
sa
m
y
a
k
sa
m
b
o
d
h
a
u
//
ta
t
k
im
m
a
n
y
a
s
e
ω贄
(
<
)
甼
盆
鑓
＼
醤
貯
⇔
旨
・゚鋤
旨
αq
訂
苓
ω
o
肓
p
旨
穿
費
(
日
)
帥
・冩
亳
餌
髱
旨
sro
sy
ati
y
ath
aik
a
sy
a
tath
�
g
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a
n
d
h
as
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a
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p
u
n
y
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-sk
a
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d
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a
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)
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sa
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a
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p
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J
a
m
g
h
�
t
a
s
�
t
r
a
-
d
h
r
m
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p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聴
聞
す
る
だ
け
で
、
衆
生
は
誰
で
も
五
逆
罪
の
よ
う
な
重
罪
を
犯
し
て
も
、
そ
の
罪
業
か
ら
逃
れ
ら
れ
、
完
全
な
さ
と
り
の
位
か
ら
退
ぞ
く
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、
一
如
来
の
有
す
る
偉
大
な
功
徳
の
集
積
(p
u
n
y
a
-s
k
a
n
d
h
a
)
に
匹
敵
す
る
功
徳
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
云
う
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
、
深
遠
な
哲
学
を
tjlt�
ぢ
な
い
が
、
宗
教
的
救
済
面
で
、
は
な
は
だ
含
蓄
あ
る
経
典
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
、
繰
り
返
し
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
の
持
つ
功
徳
の
偉
大
さ
を
強
張
し
、
'
そ
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
人
間
の
罪
業
か
ら
の
救
済
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
前
述
の
文
章
が
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
主
旨
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
云
え
る
が
、
こ
の
経
典
は
五
逆
罪
の
よ
う
な
罪
業
p
�
p
a
-k
a
r
m
a
n
(
漢
訳
は
、
不
善
業
)
の
外
に
、
も
う
一
つ
衆
生
の
為
す
大
罪
と
し
て
、
「
正
法
を
誹
謗
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
如
是
。
一
切
勇
。
彼
諸
衆
生
臨
死
之
時
無
所
依
止
。
一
切
勇
。
無
依
衆
生
有
二
種
。
何
等
為
二
。
一
者
作
不
善
業
。
二
者
誹
謗
正
法
。
如
是
二
人
臨
死
之
時
無
依
止
処
。
＼
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Q
罪
業
を
為
し
た
り
、
他
人
に
為
さ
し
め
た
り
す
る
者
と
正
法
を
誹
謗
す
る
(
。巴
阜
h
a
rm
a
xn
p
ra
tik
sip
a
ti)
者
の
二
者
が
臨
終
の
時
に
救
済
か
ら
見
放
さ
れ
た
衆
生
⊥
ハ
」
人
文
学
論
集
(sattv�n
�m
n
air�sy
au
)
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
一
節
は
、
五
逆
の
罪
を
犯
す
者
と
は
説
か
な
い
で
、
た
だ
罪
業
を
為
す
者
と
だ
け
説
い
て
い
る
が
、
罪
業
を
為
す
と
誹
謗
正
法
と
が
救
済
さ
れ
難
い
こ
と
を
強
調
す
る
点
で
『無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
に
云
う
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
文
を
想
起
せ
し
め
興
味
深
い
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
五
逆
の
罪
よ
り
の
救
済
と
誹
謗
正
法
を
排
斥
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
こ
点
を
強
く
意
識
し
た
経
典
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
」そ
れ
で
は
『
大
集
経
』
に
お
い
て
は
ど
う
か
と
云
え
ぽ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
散
見
す
る
。
・
「
虚
空
目
分
中
浄
目
品
」
能
く
衆
生
の
身
・
口
・
意
の
悪
を
壊
し
、
能
く
衆
生
の
三
種
の
障
業
を
滅
せ
ん
。
唯
五
逆
と
正
法
・
賢
聖
の
人
を
誹
謗
す
る
と
招
提
僧
物
を
劫
る
こ
と
を
@
除
く
。
「
日
密
分
中
四
方
菩
薩
集
品
」
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
の
一
切
の
悪
罪
、
皆
悉
く
消
滅
せ
ん
。
五
逆
罪
と
方
等
経
を
謗
る
と
聖
人
を
毀
呰
す
る
と
四
重
罪
を
犯
す
と
を
ば
除
く
。
h
日
蔵
分
陀
羅
尼
品
L
是
の
如
き
等
の
業
皆
悉
ぐ
滅
尽
し
て
罪
報
を
受
け
ず
、
悪
処
に
生
ぜ
ざ
ら
'ん
。
唯
三
事
を
除
く
。
何
者
か
三
と
為
す
。
一
つ
に
五
無
間
、
二
つ
に
正
法
を
謗
る
と
三
つ
に
聖
人
を
謗
る
と
な
り
。
な
ど
で
あ
っ
て
、
『
大
集
経
』
に
於
て
は
、
五
逆
と
正
法
(ま
た
は
方
等
経
)
を
誹
謗
す
る
者
の
外
、
「聖
人
を
毀
呰
す
る
者
」
な
ど
の
条
件
も
付
加
し
て
い
る
が
、
悪
業
の
除
滅
を
説
く
に
あ
た
つ
て
、
五
逆
罪
と
誹
謗
正
法
の
者
は
、
そ
の
救
済
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
六
二
で
は
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
に
お
い
て
は
五
逆
誹
謗
正
法
等
を
犯
し
た
者
の
救
済
を
全
く
除
外
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
む
し
ろ
五
逆
の
者
は
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
聞
く
だ
け
で
救
わ
れ
る
点
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。有
法
門
名
僧
伽
旺
、
若
此
法
門
在
閻
浮
提
。
有
人
聞
者
。
悉
能
除
滅
五
逆
罪
業
。
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p
み
臼
p
ω
。
旨
σq
ゲ
碧
o
冨
桓
p
穿
贄
(
ヨ
)
㌣
冨
曙
鋤
矯
魯
＼
饗
〔
呂
け贄
ぼ
』
(
P
HP
)
訂
ム
<
(
剛)
需
b
鬘
8
霽
鷲
巴
＼
醤
〔ゲ
〕
吋
器
葺
ω
鶏
(
<
)
?
s
�
re
m
a
m
s
a
m
g
h
�
ta
m
d
h
a
r
　
m
　
a
-p
a
r
y
�
y
a
m
sr
o
sy
a
ti
ta
s
y
a
p
a
m
c
-
�
n
a
n
ta
r
y
�
n
i
k
a
r
(
m
　
�
v
a
r
a
n
�
n
i
p
a
r
ik
sa
y
a
m
y
�
sy
a
n
t
i
　
一
切
勇
。
若
菩
提
薩
唾
摩
訶
薩
墟
。
於
此
法
門
聞
四
句
偈
。
諸
衆
生
設
使
造
五
逆
罪
。
教
人
随
喜
。
若
能
聴
受
一
四
旬
偈
゜
所
有
罪
業
能
令
除
滅
。
°・
唇
ロ
ω
胃
(
<
)
㌣
君
壁
団
Φ
び
o
傷
窪
-°・
鉾
〔昌
&
白
跨
甲
ω
葺
く
餌
似
ω
旨
理
・゚
餌
旨
αq
冨
箪
き
贄
(
日
)
昌
躄
団
碧
毘
彜。
罧
詠
器
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嘗
愨
巴
岸
鋤
目
鋤
艮
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冨
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餌
・
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r:n
)
s
r
o
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t
i
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t
a
d
y
a
th
�
.s
a
r
(
v
)
a
-s
�
r
a
k
a
s
c
it
sa
t
(t)
v
o
b
h
a
v
e
d
y
a
h
p
a
(
m
)
c
�
n
a
n
ta
r
y
�
n
i
k
a
r
(
m
)
�
v
a
r
a
n
�
n
i
k
u
r
y
�
t
v
�
k
r
y
a
m
�
-
n
�
n
i
v
�
n
u
m
o
d
e
t
,
p
a
(
m
)
c
�
n
a
n
ta
r
y
a
-k
�
r
i
(
s)
a
ita
(h
)
s
a
m
g
h
�
ta
-
d
h
a
r
(
m
)
a
p
a
r
y
�
y
�
c
c
a
tu
s-p
(
�
)
d
ik
�
m
a
p
i
g
h
�
th
�
m
s
r
n
u
y
�
t
t
a
s
-
�
a
t�
n
i
p
a
(
m
)
c
�
n
a
n
t
a
r
y
�
n
i
k
a
r
m
�
n
i
p
a
r
ik
s
y
a
xn
g
a
c
c
h
e
y
u
h
//
若
人
造
作
五
逆
之
罪
。
若
教
人
作
若
随
喜
作
。
於
此
法
門
聞
四
句
偈
。
合
掌
浄
信
能
滅
五
逆
。
、
s
r
n
u
k
u
r
a
p
u
tr
a
y
e
n
a
p
a
n
c
(
�
)
n
a
ta
r
y
�
n
i
k
a
r
(
m
)
�
n
i
k
rt�
n
i
k
�
r
i
-
t�
n
i
k
r
y
a
m
�
n
�
n
i
v
�
ri
u
m
o
d
it�
n
i
b
h
a
v
e
y
u
l　
/
y
a
d
i
s
a
ita
s
s
a
m
g
h
�
-
ta
-d
h
a
rm
a
-p
a
r
y
�
y
�
d
a
n
ta
sa
s
c
a
tu
s
-p
�
d
ik
�
m
a
p
i
g
(
�
)
th
(
�
)
m
s
r
u
tv
�
m
j
a
lim
p
r
a
n
a
m
a
y
e
s
y
a
ti
/
ta
sy
a
s
a
r
v
�
n
i
t�
n
i
p
a
(
m
)
c
(
�
)
-
n
a
n
ta
r
y
�
n
i
　p
a
r
(
i)
k
sa
y
a
m
g
a
t
�
n
i
b
h
a
v
is
y
a
n
t
i
/
こ
の
様
に
、
五
逆
の
罪
を
犯
し
た
者
が
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
聴
聞
し
た
り
、
こ
の
法
門
に
於
て
一
つ
の
四
句
偈
を
聞
い
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
聞
い
て
一
心
に
合
掌
す
る
だ
け
で
そ
の
罪
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
真
に
易
行
道
的
発
想
で
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
経
典
中
に
は
、
誹
謗
正
法
の
者
の
救
済
は
積
極
的
に
説
い
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
誹
謗
正
法
者
が
そ
の
非
を
悔
い
改
め
、
正
法
を
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
救
済
の
機
会
が
得
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
法
を
信
ず
る
者
は
、
誹
謗
者
を
た
だ
降
服
す
る
手
段
し
か
持
た
な
い
と
い
う
、
こ
の
経
典
の
支
持
者
た
ち
の
信
念
に
基
づ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
大
集
経
』
に
お
い
て
は
、
救
済
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
「
日
密
分
陀
羅
尼
品
」
に
、
善
男
子
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
本
誓
願
し
た
ま
う
所
は
、
若
し
衆
生
有
り
、
五
逆
を
造
作
し
方
等
経
を
謗
り
聖
人
を
毀
呰
し
て
波
羅
夷
を
犯
さ
ん
に
、
是
の
如
き
の
人
清
浄
仏
刹
に
容
れ
ざ
る
者
を
ば
、
皆
我
が
国
に
生
れ
し
め
、
我
れ
当
に
教
化
す
べ
し
と
な
り
。
と
、
五
逆
を
造
作
し
、
方
等
経
を
謗
る
等
の
大
罪
を
犯
す
者
は
、
す
べ
て
釈
迦
牟
尼
仏
の
本
願
の
対
象
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
修
行
が
甚
重
の
悪
業
者
に
要
求
さ
れ
る
か
と
云
え
ば
、
十
方
の
仏
前
に
対
し
て
無
尽
根
大
授
記
陀
羅
尼
を
念
じ
一
心
に
誦
す
れ
ば
、
彼
の
人
七
年
を
経
已
る
に
有
ら
ゆ
る
諸
難
極
重
の
罪
業
な
ど
皆
滅
し
て
余
無
⑮
け
ん
。
・
S
a
x
n
g
h
�
t
a
s
�
t
r
�
-
d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
と
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
と
『
大
集
経
』
に
お
い
て
両
経
は
、
共
に
五
逆
等
の
重
罪
を
犯
す
者
が
救
済
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
説
き
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
彼
ら
の
救
済
を
説
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
(
た
だ
し
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
で
は
誹
謗
正
法
の
救
済
を
具
体
的
に
説
い
て
い
な
い
)
の
文
は
、
罪
業
者
の
救
済
以
前
に
衆
生
が
悪
業
に
随
す
こ
と
へ
の
戒
め
と
解
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
は
、
衆
生
を
悪
業
か
ら
救
済
せ
し
め
る
点
に
、
そ
の
目
的
と
存
在
意
義
が
あ
り
、
「
法
聚
」
を
説
く
『
大
集
経
』
に
お
い
て
も
罪
業
か
ら
の
救
済
を
熱
心
に
説
く
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
集
経
』
は
、
転
女
成
男
の
思
想
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
に
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
点
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衆
生
の
罪
業
の
苦
し
み
か
ら
の
解
放
を
こ
の
経
典
は
説
く
ほ
か
に
、
臨
終
に
お
け
る
衆
生
の
恐
怖
や
、
人
間
の
死
の
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
人
間
の
業
の
深
さ
を
追
求
す
れ
ば
、
当
然
人
間
の
死
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
到
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
経
典
中
よ
り
少
し
く
例
を
引
用
す
る
と
、
ω
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
聞
い
て
信
心
を
生
じ
る
者
は
、
「
六
万
五
千
劫
に
d
r?
死
を
修
行
す
る
」
(
p
a
xn
c
a
-sa
s
ti-k
a
lp
a
-s
a
h
a
sr
�
n
i
m
a
ra
n
�
n
u
sm
rti
[h
〕
b
h
e
v
i
s
y
t
i
)
ω
梵
行
(
br
a
h
m
a
-ca
r
y
a
)
を
行
ず
る
者
は
、
「
臨
命
終
の
時
、
其
の
心
は
怖
⑱
⑲
れ
ず
」
(
m
a
r
a
n
a
-k
�
la
-s
a
m
a
y
e
t
r
�
s
a
xn
n
o
t
p
a
d
y
a
t
e
)
六
一二
人
文
学
論
集
二
働
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
者
(
　
死
a
n
ap
ar
�
d
h
ik
ah
p
u
r
sah
)
に
対
し
て
、
「
彼
人
は
死
に
臨
む
時
、
一
念
に
浄
心
を
起
し
仏
陀
を
帰
依
す
る
に
、
此
の
善
根
を
以
っ
て
当
に
六
十
劫
、
三
十
三
天
に
於
い
て
楽
を
受
け
ん
」
,
㈹
年
少
の
衆
生
(
少
衆
生
d
a
h
a
r�
h
s
a
ttv
�h
)
が
世
尊
に
わ
れ
ら
も
ま
た
死
す
べ
き
か
と
問
い
か
け
た
の
に
対
し
て
、
・「
汝
ら
一
切
の
衆
生
も
ま
た
死
に
帰
す
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
終
時
に
お
け
る
死
の
恐
怖
か
ら
離
れ
し
め
る
こ
と
、
死
は
避
け
ら
れ
ぬ
も
の
と
す
る
自
覚
(
念
死
)
や
、
非
業
の
死
(
枉
死
)
を
遂
げ
た
人
の
救
済
を
説
く
こ
と
、
さ
ら
に
年
少
の
者
も
死
は
必
ら
ず
到
来
す
る
こ
と
な
ど
、
人
間
の
死
に
つ
い
て
し
ぼ
し
ぼ
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
死
に
関
す
る
記
述
は
『
大
集
経
』
に
お
い
て
も
詳
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
『
大
集
経
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
一
四
句
偈
の
聴
聞
を
勧
め
る
。
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
く
」
功
徳
の
集
積
(
功
徳
聚
p
u
n
y
a
-sk
a
n
d
h
a
)
は
偉
大
で
、
五
逆
な
ど
の
大
罪
を
よ
く
滅
す
る
と
説
く
が
、
さ
ら
に
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
か
ら
一
四
句
偈
を
聞
く
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
憾
見
受
け
ら
れ
る
。
若
有
供
養
十
三
恒
河
沙
諸
仏
如
来
。
若
有
於
此
門
聞
一
西
句
偈
。
此
福
徳
勝
　
o
<‐
髱
ひ
8
霞
亀
&
詠
曽
σq
"
旨
αq
91
蠧
爵
之
91
ξ
冨
あ
9。
ヨ
似
旨
ω
富
け氤
σq
卑
口
笥
臂
}蜂
菩
ω
p。
旨
巻
閃
・ω
9
甘
げ
&
穿
畧
旨
〕餌
巻
ぼ
＼
巻
ゆ
。
(
e
ta
h
)
ω
p
旨
αq
ゲ
鋤
箪
穿
臂
(
ヨ
)
餌
、
冨
亳
91
鴇
91
鎚
睾
富
ひ
詠
8
ε
噸
も
&
貯
91
日
鋤
且
αq
肆
冨
旨
珍
o
質
簿
(
矯
)
鋤
髯
旨
六
四
ta
to
b
a
h
u
ta
r
a
m
p
u
n
y
a
-sk
a
n
d
h
a
m
p
r
a
s
a
v
isy
a
ti
　
と
、
こ
の
法
門
か
ら
た
と
え
一
つ
の
四
句
偈
を
聞
く
こ
と
の
功
徳
は
、
十
三
恒
河
沙
の
如
来
た
ち
を
供
養
す
る
功
徳
よ
り
も
多
い
と
説
く
。
一
切
勇
。
若
菩
提
薩
墟
摩
訶
薩
唾
。
於
此
法
門
聞
四
句
偈
。
諸
衆
生
設
使
造
五
逆
罪
。
教
人
随
喜
。
若
能
聴
受
一
四
句
偈
。
所
有
罪
業
能
令
除
滅
。
珍
冒
ω襞
(
<
)
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と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
菩
薩
が
こ
の
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
か
ら
た
と
え
わ
ず
か
四
句
偈
を
聞
く
と
し
て
(
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
の
量
は
)
あ
た
か
も
、
五
逆
の
業
障
を
造
作
し
、
他
人
に
造
作
せ
し
め
、
(
他
人
に
よ
っ
て
罪
が
)
造
作
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
衆
生
が
、
こ
の
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
か
ら
四
句
偈
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
五
逆
の
罪
を
悉
く
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
(
偉
大
で
あ
る
)
と
云
う
。
こ
こ
に
云
う
四
句
偈
o
簿
二
覗も
91
伍
涛
⇔
と
は
、
四
行
よ
り
成
る
偈
頌
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
四
句
偈
と
は
、
偈
頌
の
最
少
単
位
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
極
く
短
い
経
文
が
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
と
し
て
説
か
れ
た
場
合
、
不
可
思
議
な
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
恐
ら
く
「
法
聚
」
(
d
h
ar
m
a
-sk
a
n
d
h
a
)
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
ω⇔
旨
σq
げ
碧
p。
と
い
う
言
葉
自
身
に
「
聚
り
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
が
ら
推
察
さ
れ
る
通
り
、
そ
の
法
門
(
d
h
a
rm
a
-p
a
ry
�
y
a
)
は
八
万
四
千
の
法
を
集
約
し
、
す
べ
て
の
正
法
を
一
法
門
乃
至
一
四
句
偈
の
中
に
集
約
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
功
徳
は
偉
大
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
一
四
句
偈
を
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
に
お
い
て
聞
く
場
合
、
そ
れ
は
無
量
の
教
説
が
凝
縮
し
た
言
葉
と
看
做
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
五
逆
等
の
大
罪
を
犯
し
た
衆
生
が
、
た
と
え
一
四
句
偈
を
法
門
か
ら
聞
く
機
会
を
得
れ
ば
、
彼
等
は
悉
く
救
わ
れ
る
と
い
う
論
理
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
一
字
を
書
写
す
る
功
徳
が
無
限
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
中
で
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
如
是
善
男
子
。
此
法
門
者
摂
於
一
切
大
乗
正
法
。
不
得
以
輪
王
福
徳
為
喩
。
如
是
一
切
勇
。
此
法
門
功
徳
非
譬
喩
説
。
Φ
奉
日
Φ
奉
。゚
碧
(
<
)
餌
み
51
H
o
び
&
巨
-ω簿
〔昌
く
⇔
°・唄
9。
ヨ
p
ゲ
甲
ω鉾
〔畠
奉
超
9
m
a
h
�
y
�
n
a
-s
a
d
d
h
a
r
(
m
)
a
-d
h
�
r
a
k
a
s
y
a
p
r
a
tip
a
tt
(
a
u
)
s
th
(
�
n
a
)
sy
a
y
a
t
p
u
n
y
a
m
t
a
n
n
a
sa
k
y
a
m
r
�
ja
b
h
in
c
a
k
r
a
v
a
r
tib
h
ir
a
b
h
ib
h
a
-
v
a
tu
m
/
e
v
a
m
e
v
�
s
y
a
sa
m
g
h
�
ta
-s
�
tr
a
sy
a
d
h
a
r
(
m
　
a
-p
a
r
y
�
y
a
s
y
a
le
k
h
a
n
�
d
y
a
t
p
u
n
y
a
m
ta
n
n
a
s
a
k
y
a
m
u
p
a
m
�
m
k
a
r
u
tu
m
/
こ
の
文
は
、
漢
訳
と
ω
閃
汁゚
本
は
少
し
く
相
違
す
る
の
で
'
S
k
t°
本
を
訳
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
、
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
大
乗
の
正
法
を
心
に
と
ど
め
る
(
m
a
h
�
y
�
n
a
-sa
d
d
h
a
rm
a
-d
h
�r
a
k
a
sy
a
)
ボ
サ
ツ
・
偉
大
な
人
が
修
行
中
に
造
り
出
す
(
p
ra
tip
a
tta
u
sth
�
n
a
sy
a
)
功
徳
は
、
転
輪
聖
王
に
よ
っ
て
も
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
の
書
写
か
ら
(
得
ら
れ
る
)
功
徳
は
喩
え
て
云
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
漢
訳
に
は
、「
此
法
門
者
摂
於
一
切
大
乗
正
法
」
と
、
す
な
は
ち
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
S
a
m
_g
h
�
冨
a
s
�
t
r
a
-
d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
法
門
は
一
切
の
大
乗
正
法
を
摂
め
る
L
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
が
、
梵
本
に
お
い
て
は
、
「
大
乗
の
正
法
を
心
に
と
ど
め
る
(
1
受
持
す
る
)
菩
薩
摩
訶
薩
」
げ
o
争
h
i-sa
ttv
a
sy
a
m
a
h
�
-s
a
tt
v
a
s
y
a
m
a
h
�
y
�
n
a
-s
a
d
d
h
a
r
m
a
-d
h
�
r
a
k
a
s
y
a
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
文
に
、
「
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
の
書
写
か
ら
(
得
ら
れ
る
)
功
徳
は
、
喩
え
て
云
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
と
い
う
語
が
前
文
で
は
「
大
乗
の
正
法
を
受
持
す
る
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
故
に
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
と
は
「
大
乗
の
正
法
を
受
持
す
る
こ
と
」
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
-
d
h
�
r
a
k
a
で
あ
る
が
、
漢
訳
で
は
「
摂
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
来
は
「
受
持
す
る
(
人
)
」
と
訳
す
べ
き
語
で
あ
る
。
受
持
と
は
「
教
え
を
受
け
て
⑱
記
憶
す
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら
-
穿
母
p
訂
は
、
心
に
教
え
を
記
憶
し
よ
く
と
ど
め
る
(
人
)
の
意
味
で
あ
る
。
菩
薩
や
衆
生
が
大
乗
の
正
法
を
自
己
の
主
体
に
よ
く
と
ど
め
る
こ
と
が
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
で
あ
る
。
自
己
の
主
体
に
大
乗
の
正
法
を
と
ど
め
る
こ
と
を
漢
訳
は
「
受
持
」
と
せ
ず
「
摂
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
西
蔵
訳
で
は
、
こ
の
経
典
の
題
名
を
「
受
持
さ
れ
る
経
と
い
う
法
門
」
豊
㍗
g
y
i-m
d
o
c
h
o
-k
y
i-r
n
a
m
-g
r
a
n
s
と
訳
し
て
い
る
が
、
..N
⊆
臣
、
と
は
、
「
衆
生
や
菩
薩
の
心
中
に
大
乗
の
正
法
が
よ
く
と
ど
め
ら
れ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
は
究
極
的
に
は
法
聚
穿
・
a
r
m
a
-s
k
a
n
d
h
a
と
同
一
意
味
に
な
る
。
何
故
な
ら
「
法
が
聚
る
」
と
は
、
法
が
主
体
の
中
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。
受
持
は
意
業
で
あ
る
が
、
こ
の
経
典
で
゜
は
、
同
時
に
「
聞
く
」
「
書
写
す
る
」
「
読
誦
す
る
」
「
解
説
す
る
」
な
ど
の
身
・
口
業
も
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
㈲
見
仏
の
強
調
六
五
?
人
文
学
論
集
「
サ
ソ
ガ
ー
タ
の
法
門
」
の
目
的
は
、
罪
業
を
減
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
見
仏
や
浄
仏
国
土
を
見
る
こ
と
な
ど
も
説
く
。
一゚
切
勇
。
若
人
得
聞
如
是
法
門
。
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
一
切
不
退
転
見
一
切
仏
・
:
団
Φ
ω
貧
(
<
)
①
み
臼
Φ
ヨ
鋤
旨
ω
9
ヨ
σq
げ
鋤
$
旨
働
げ
霞
(
ヨ
)
p
-℃
贄
団
似
蜜
鋤
旨
吟
o
鷲
偉D
-
n
ti
te
s
a
r
　
v
　
e
sv
a
iv
a
r
t
ik
�
b
h
a
v
isy
a
n
ti
/
s
a
r
v
e
c
a
ta
th
�
g
a
ta
m
,脅
9
犀
鷲
p
昌
江
＼
の
胃
(
<
)
Φ
8
霽
節
似
σq
9
冨
-号
同
総
く
(
帥冨
甑
け
91
)
び
げ
⇔
≦
鷲
①
ヨ
同
逼
と
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
聞
く
者
は
、
如
来
を
見
、
如
来
を
見
る
こ
と
か
ら
離
れ
な
い
と
説
く
。
次
に
。
如
是
善
男
子
。
梵
行
難
得
。
若
行
梵
行
。
若
昼
若
夜
常
見
如
来
。
若
見
如
来
則
見
仏
国
。
若
見
仏
国
則
見
法
蔵
。
臨
命
終
時
其
心
不
怖
。
e
v
a
m
e
v
a
d
u
r
la
b
h
(
a
m
)
b
r
a
h
m
a
-c
a
r
y
(
a
m
)
/
y
a
d
�
c
a
b
r
a
h
m
a
-
(
c
a
)
r
y
a
m
c
�
r
y
a
sy
a
(
t)
i
ta
th
�
g
a
ta
rim
s
(
a
ta
d
�
d
r
a
k
s
y
)
a
(
t)
i
r
�
tr
i
(
旨
∀
象
く
鋤
ヨ
8
$
匪
91
αq
p。
雷
-勉
p。
詠
o
心
鋤
昏
び
ゲ
餌
乱
鷲
⇔
江
＼
団
鋤
餌
鋤
8
富
臣
甲
σq
卑
鋤
旨
b
o
⑫
讐
凶
富
山
鋤
づ
舘
同ひ
q
山
傷
げ
o
昏
び
信
山
餌
財
鋤
-犀
噸
Φ
什蠢
旨
づ
9
珍
p
寓
＼
図
Q
山
鋤
℃
⇔
ユ
瓮
島
侮
ゲ
鋤
旨
げ
皿
山
山
ゲ
鋤
涛
噸
Φ
茸
p屯
旨
℃
詠
団
ρ。
江
寅
鎚
91
。・鴛
(
<
)
節
ム
ゲ
貧
(
m
)
鋤
-巳
鎚
ゴ
鋤
⇒
鋤
巳
b
詠
団
鋤
鉱
＼
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
を
受
持
し
て
、
梵
行
を
行
ず
る
者
は
如
来
を
見
、
如
来
を
見
る
者
は
浄
仏
国
土
を
見
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
年
少
の
衆
生
が
菩
薩
の
願
を
発
す
る
に
、
帰
依
仏
者
不
入
死
門
。
速
得
陀
羅
尼
。
発
浄
心
願
即
得
見
仏
。
び
二
伍
匹
ゴ
9。
旨
8
い
母
①
づ
⇔
旨
αq
鉾
(
o
y
ヨ
嘱q
o
同
昌
9
団
鋤
超
⇔
江
く
募
9
鰹
鳩
犀
曾
鷺
鋤
旨
℃
曷
D゚
団
⇔
鉱
α
げ
鋤
蠢
⇔
剛も
葺
学
鷲
⇔
。D91
匹
餌
厳
犀
慧
く
鋤
ω
(
鋤
)
霽
。
曾
融
鋤
旨
六
六
'、
⑭
℃
o
超
魯
Φ
と
、
彼
は
仏
に
帰
依
し
、
死
に
従
属
せ
ず
、
速
や
か
に
陀
羅
尼
を
得
て
、
清
浄
な
心
を
起
し
て
師
(
仏
)
を
見
る
、
と
す
る
。
こ
の
様
に
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
く
衆
生
や
法
門
を
受
持
す
る
梵
行
者
、
さ
ら
に
菩
薩
の
願
を
発
す
る
年
少
の
衆
生
は
、
業
の
束
縛
か
ら
離
れ
る
と
同
時
に
、
如
来
や
仏
国
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
の
も
こ
の
経
典
の
特
徴
で
あ
る
。
ω
'
法
師
が
法
門
を
弘
通
す
る
を
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
引
用
文
の
中
に
、
し
ば
し
ば
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
く
」
と
云
う
箇
所
を
見
掛
け
た
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
法
門
を
一
体
誰
れ
が
説
く
の
か
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
人
々
は
法
師
(
d
h
a
r
m
a
-b
h
�
n
a
k
a
)
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
切
勇
白
仏
言
。
世
尊
。
何
人
功
徳
与
如
来
等
。
仏
告
一
切
勇
菩
提
薩
唾
。
善
男
子
。
法
師
善
根
与
如
来
等
。
一
切
勇
菩
提
薩
捶
言
。
世
尊
。
何
等
是
法
師
。
仏
告
一
切
勇
菩
提
薩
唾
。
流
通
此
法
門
者
。
名
為
法
師
。
ω
母
(
<
)
鋤
み
臼
o
鋤
ゴ
餌
＼
閃
鋤
冨
ヨ
①
(
o
)
8
び
げ
⇔
σq
餌
く
帥
(
口
)
犀
q
い巴
卑
白
巳
⇔
旨
t
a
th
�
g
a
ta
-sa
m
a
m
jn
�
ta
v
y
a
m
/
b
h
a
g
a
v
�
n
�
h
a
/
d
h
a
r
(
m
　
a
-b
h
�
-
仁
⇔
犀
o
〔げ
〕
鈴
八
く
)
o
-君
鑓
叶
⇔
臣
鋤
σq
讐
p
-ω9。
日
鋤
旨
旨
肆
9
<
蜜
⇔
ゲ
藤
ω
贄
(
<
)
㌣
盆
蠢
�
h
a
/
k
a
ta
m
o
b
h
a
g
a
v
a
n
d
h
a
r
(
m
)
a
-b
h
�
n
a
k
a
h
/
b
h
a
g
a
v
�
n
�
h
a
/
団
霧
・
ωo
旨
σq
げ
鋤
8
-ωO
霞
p
旨
ゆ
H
餌
く
⇔
図
鉾
一
ω
餌
伍
犀
母
(
日
)
p
-げ
げ
鋤
仁
p
犀
鋤
ヴ
§
こ
の
様
に
、
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
を
弘
通
す
る
(
。
9
旨
σqh
�ta
-s�
tra
m
sr�
v
a
y
a
ti)
の
は
法
,Q
(d
h
a
rm
a
-b
h
�
n
a
k
a
)
で
あ
る
が
、
彼
ら
こ
そ
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
精
神
を
「
法
門
」
と
し
て
大
衆
に
語
り
か
け
る
説
法
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
法
師
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
さ
れ
た
静
谷
正
雄
氏
に
よ
る
と
、
法
師
は
初
期
大
乗
経
典
の
作
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
あ
る
時
期
に
登
場
し
、
彼
ら
が
、
初
め
て
「
大
乗
」
を
標
榜
し
た
意
識
的
大
乗
の
創
唱
者
で
あ
っ
た
と
云
う
。
前
の
引
用
文
に
「
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
法
師
が
如
来
と
等
し
い
(
善
根
の
所
持
者
)
と
知
る
べ
き
だ
」
(d
h
a
r
m
a
-b
h
�
n
a
k
a
h
sa
r
v
a
-s�
ra
.ta
th
�
g
a
ta
-s
a
m
a
m
jn
�ta
v
y
a
m
)
と
述
べ
て
い
る
箇
所
か
ら
も
解
る
通
り
、
法
師
た
ち
は
自
ら
を
大
乗
の
伝
導
者
と
し
て
強
い
自
覚
と
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
「
大
乗
の
正
法
を
受
持
す
る
菩
薩
摩
訶
薩
」
(
b
o
d
h
i-sa
ttv
a
sy
a
m
a
h
�
-s
attv
a
s
y
a
m
a
h
�
y
�
n
a
-sa
d
d
h
a
r
m
a
-d
h
�r
ak
a
sy
a
)
と
あ
る
の
は
、
法
師
自
身
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
サ
ソ
ガ
ー
タ
の
法
門
を
語
る
説
法
者
と
し
て
の
法
師
と
、
そ
の
法
門
を
聞
く
聴
衆
者
た
ち
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
一
線
が
劃
さ
れ
る
。
聴
衆
者
た
ち
は
、
愚
癡
文
盲
の
故
に
専
ら
サ
ソ
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
く
人
々
で
あ
り
乃
至
一
四
句
偈
を
聴
聞
す
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
能
化
者
と
し
て
の
法
師
た
ち
は
、
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
一
段
と
高
い
位
に
置
い
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
た
だ
聴
衆
に
説
法
す
る
だ
け
で
な
く
、
も
し
、
三
千
世
界
に
諸
の
如
来
が
清
浄
の
心
を
生
ず
る
所
と
せ
ん
に
、
凡
夫
の
此
の
法
門
を
聞
く
功
徳
は
彼
に
勝
る
。
い
か
に
況
や
書
写
・
読
誦
.
受
持
す
る
を
や
。
一
切
勇
。
ま
た
況
や
人
あ
っ
て
清
浄
心
を
以
て
此
の
経
を
憶
念
せ
ん
を
や
此
の
法
門
を
聞
く
の
は
凡
夫
で
あ
り
、
そ
の
功
徳
は
偉
大
で
あ
る
が
、
書
写
.
読
誦
・
受
持
し
、
清
浄
心
を
も
っ
て
憶
念
す
る
功
徳
は
も
っ
と
偉
大
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
云
う
書
写
・
読
誦
・
受
持
・
清
浄
心
を
も
っ
て
憶
念
す
る
は
法
師
た
ち
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
写
本
幻
に
は
、
こ
の
部
分
が
脱
落
し
、
他
匸
S
a
m
g
h
�
t
a
s�
tra
-d
h
rm
a
p
a
r
y
�
y
a
　
　
　
1　
の
箇
所
で
も
明
確
で
な
い
が
、
西
蔵
訳
で
は
、
団
一-αq
Φ
同
-江
阜
び
9
(書
写
)
、
h
d
s
in
,冨
(
受
持
)
、
k
lo
g
-p
a
(
読
誦
)
'
s
e
m
s
-d
a
n
-b
a
s
p
h
y
a
g
-h
d
s
a
l
-b
a
(
清
浄
心
を
も
っ
て
礼
拝
す
る
)
と
な
っ
て
い
る
。
静
谷
氏
は
、
法
師
の
登
場
す
る
大
乗
経
典
は
「
経
巻
の
読
誦
・
受
持
・
供
麹
」
を
強
調
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
来
は
漢
訳
や
西
蔵
訳
に
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
師
た
ち
は
書
写
、
読
誦
、
受
持
、
解
説
、
礼
拝
な
ど
を
行
な
う
が
、
ま
た
彼
等
は
、
梵
行
者
(b
ra
h
m
a
-
c
�r
in
)
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
梵
行
難
得
。
若
行
梵
行
。
若
昼
若
夜
常
見
如
釉
。
」
(似
巨
筈
訂
旨
ぼ
魯
日
甲
。
⇔
蔓
⇔
ヨ
＼
巻
舞
8
ぼ
接
B
学
c
a
r
y
a
m
c
a
r
y
a
s
y
a
t
i
,
t
a
th
�
g
a
t
a
m
s
(a
t
�
d
�
d
r
a
k
s
y
)
(
t)
i
r
�
tr
i
xn
-d
iv
a
xn
c
a
t
a
t
h
�
-
ぴq⇔琶
碁
譽
げ蕚
蓄
叶歯
と
述
べ
て
い
る
箇
所
か
ら
解
る
・
梵
行
誰
、
邪
婬
の
行
為
を
離
れ
た
清
浄
行
を
為
す
人
を
意
味
し
、
と
く
に
青
年
修
行
者
を
指
す
。
法
師
た
ち
の
説
法
の
対
象
は
、
無
知
文
盲
の
大
衆
に
だ
け
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
青
年
た
ち
(
少
衆
生
留
訂
冨
ザ
ψ
彗
螽
ザ
)
に
は
、
死
の
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
(
念
死
m
a
ra
n
�
n
u
sm
rtih
)
を
説
き
、
梵
行
を
勧
め
、
ま
た
陀
羅
尼
と
一
切
の
(
仏
)
法
を
修
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
世
尊
。
法
聚
。
法
聚
者
何
因
縁
故
。
名
為
法
聚
。
仏
告
薬
上
。
善
男
子
。
法
聚
者
名
日
浄
行
。
浄
行
者
能
離
一
切
不
善
之
法
。
善
男
子
。
汝
見
如
此
少
衆
生
不
。
薬
上
白
仏
。
唯
然
已
見
。
仏
告
薬
上
。
此
諸
衆
生
離
邪
婬
故
。
必
得
諸
陀
羅
尼
。
必
得
具
足
一
切
諸
法
。
d
h
a
r
(
m
)
a
-sk
a
n
d
h
o
,
d
h
a
r
(
m
)
a
-sk
a
n
d
h
a
iti
b
h
a
g
a
v
a
n
n
u
c
y
a
te
,
k
iy
a
t�
b
h
a
g
a
v
a
n
d
h
a
r
(
m
)
a
-sk
a
n
d
h
a
ity
u
c
y
a
t
e
　
b
h
a
g
a
v
�
n
�
h
a
/
d
h
a
r
(
m
)
a
-s
k
a
n
d
h
a
it
i
k
u
la
p
u
tr
o
c
y
a
(
t)
e
,
y
o
d
h
a
r
(
m
)
a
-c
a
r
y
a
m
p
a
r
y
e
sy
a
(
t)
e
B
ra
h
m
a
-c
a
r
y
a
(m
　
p
a
r
y
e
s
y
a
s
a
r
(
v
)
a
-p
�
p
�
d
v
ir
a
m
a
ti
六
七
人
支
学
論
集
/
p
a
s
y
a
s
i
t
e
a
m
,
k
u
la
p
u
tr
�
m
i
d
a
h
a
r
�
(h
)
s
a
t
(t)
v
�
a
b
r
a
h
m
a
-c
a
r
-
y
�
d
v
ir
a
m
a
n
t
i
/
�
h
a
/
t
e
n
�
n
a
m
d
h
�
r
a
n
i
p
r
a
tila
b
d
h
�
b
h
a
v
is
-
y
a
n
ti,
s
a
r
(
v
)
a
-d
h
a
r
(
m
)
a
-sa
m
a
n
v
�
g
a
t�
b
h
a
v
isy
a
n
t
i
　
と
、
青
年
た
ち
に
は
、
梵
行
を
勧
め
、
彼
ら
が
大
乗
正
法
の
受
持
者
(
;iE[聚
d
h
a
-
r
m
a
-s
k
a
n
d
h
a
)
と
な
り
、
将
来
梵
行
者
と
し
て
陀
羅
尼
を
呪
し
、
一
切
の
仏
法
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
て
、
自
分
た
ち
法
師
の
継
承
者
と
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
、
法
師
た
ち
の
強
い
期
待
感
が
伺
え
る
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
の
前
半
部
分
で
は
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
聞
き
乃
至
一
四
句
偈
を
聞
く
功
徳
の
偉
大
さ
の
解
説
に
専
念
し
、
後
半
部
分
は
、
年
少
の
衆
生
へ
の
教
化
に
専
ら
務
め
て
い
る
。
ま
た
、馳
先
の
文
か
ら
、
法
師
た
ち
が
陀
羅
尼
を
呪
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
に
、
正
法
の
説
法
者
で
あ
る
法
師
と
聴
衆
者
と
の
関
係
を
哲
学
的
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
時
一
切
勇
菩
提
薩
唾
白
仏
言
。
何
等
衆
生
渇
楽
正
法
つ
爾
時
世
尊
告
一
切
勇
、
、
菩
提
薩
堙
摩
訶
薩
唾
。
一
切
勇
。
有
二
衆
生
渇
仰
於
法
。
何
等
為
二
。
一
者
於
一
切
衆
生
其
心
平
等
。
°
二
者
既
聞
法
已
等
為
衆
生
説
心
無
稀
望
。
一
切
勇
菩
提
薩
唾
白
仏
言
。
世
尊
。
聞
何
等
法
得
近
菩
提
。
一
切
勇
。
渇
仰
聞
法
得
・
近
菩
提
。
常
信
楽
聴
受
大
乗
法
者
得
近
菩
提
。
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梵
本
は
漢
訳
と
相
違
す
る
の
で
、
梵
本
を
訳
す
と
、
〔
そ
の
と
き
、
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
ボ
サ
ツ
・
偉
大
な
人
は
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
「尊
き
師
よ
、
法
を
仰
ぎ
慕
う
者
は
如
何
な
る
衆
生
で
し
よ
う
か
。
」
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
と
き
、
尊
き
師
は
、
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
ボ
サ
ツ
・
偉
大
な
人
に
向
っ
て
以
下
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
法
を
仰
ぎ
慕
う
衆
生
と
は
、
こ
れ
ら
二
種
で
あ
る
。
」
「
い
ず
れ
が
二
種
(
の
衆
生
)
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
。
」
「
す
な
わ
ち
、
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
一
つ
は
(
す
べ
て
の
衆
生
に
お
け
る
平
等
な
心
で
あ
る
。
第
二
に
、
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
法
を
学
ん
で
す
べ
て
の
衆
生
た
ち
に
等
し
く
(
そ
の
法
を
)
説
く
人
で
あ
る
。
」
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
ボ
サ
ツ
は
言
っ
た
。
「
尊
き
師
よ
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、
法
を
学
ん
で
す
べ
て
の
衆
生
に
等
し
く
説
く
の
で
し
よ
う
か
。
」
尊
き
師
は
言
わ
れ
た
。
「
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
一
つ
は
、
法
を
学
ん
で
(
す
べ
て
の
衆
生
が
)
覚
れ
る
よ
う
(自
分
の
功
徳
を
)
振
り
向
け
る
(
人
)
で
あ
る
。
も
し
、
(
す
べ
て
の
衆
生
が
)
覚
れ
る
よ
う
(学
ん
だ
功
徳
を
)
振
り
向
け
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
衆
生
は
法
を
仰
ぎ
慕
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
よ
、
第
二
に
、
大
乗
に
(
人
々
を
)
帰
入
せ
し
め
て
、
常
に
法
を
仰
ぎ
慕
う
人
で
あ
る
。
〕
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
法
を
仰
ぎ
慕
う
二
種
の
衆
生
(
sa
ttv
a
u
d
h
a
r
m
a
-p
a
r
itr
sita
u
)
の
う
ち
、
「
す
べ
て
の
衆
生
に
お
け
る
平
等
な
心
」
(
sa
r
v
a
-sa
ttv
a
-sa
m
a
-c
itta
h
)
と
は
、
法
を
聞
く
聴
衆
者
た
ち
を
指
し
、
「
法
を
学
ん
で
す
べ
の
衆
生
た
ち
に
等
し
く
(そ
の
法
を
)
説
く
人
」
(y
o
d
h
a
rm
a
m
sr
u
tv
�
sa
r
v
a
-s
attv
�n
�
m
sa
m
a
m
p
ra
k
�
sa
y
a
ti)
は
、
法
師
を
意
味
す
る
。
法
師
は
「
法
を
学
ん
で
(
す
べ
て
の
衆
生
が
)
覚
れ
る
よ
う
(
自
分
の
功
徳
を
)
振
り
向
け
rCa」
(d
h
a
rm
a
m
s
ru
tv
�
b
o
d
h
�
y
a
p
a
r
in
�
m
a
y
a
ti)
の
と
、
「
(人
々
を
)
大
乗
に
入
ら
し
め
r@
」
(
m
a
h
�
y
�n
a
m
a
v
a
g
�
h
a
y
a
ti)
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
法
師
た
ち
の
説
法
す
る
目
的
は
、
衆
生
た
ち
を
「
さ
と
り
の
方
向
に
向
わ
せ
る
こ
」
と
、
「
大
乗
に
入
ら
し
め
る
」
と
云
う
二
大
事
で
あ
っ
た
。
一
方
、
聴
衆
者
(
の
心
)
を
意
味
す
る
「
す
べ
て
の
衆
生
に
お
け
る
平
等
な
心
」
(s
ar
v
a
-sa
ttv
a
-
sa
m
a
-e
itta
於
一
切
衆
生
其
心
平
等
)
と
い
う
言
葉
は
『
大
集
経
』
中
に
し
ば
し
ぼ
見
掛
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
経
典
か
ら
関
係
す
る
部
分
を
引
用
し
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
「
虚
空
蔵
菩
薩
品
」
に
、
実
際
と
平
等
と
等
し
く
、
来
無
く
去
無
く
尽
無
く
滅
無
し
実
際
は
究
竟
し
て
空
な
る
が
故
に
。
こ
の
部
分
で
は
、
ま
ず
「
平
等
」
と
云
う
語
は
、
「
実
際
」
や
「
空
」
と
同
意
語
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
換
言
す
る
と
、
「
平
等
」
と
は
、
真
理
(
実
際
)
の
一
面
性
を
言
う
の
で
あ
り
、
ま
た
空
の
思
想
を
論
理
的
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
不
可
説
菩
薩
品
」
に
、
我
の
平
等
を
以
て
法
の
平
等
を
観
じ
、
法
平
等
な
る
が
故
に
衆
生
平
等
な
り
、
衆
生
平
等
な
れ
ば
、
如
来
平
等
な
り
。
S
a
m
g
h
�
t
a
s
�
tr
a
-
d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
「海
慧
菩
薩
品
」
に
も
復
三
法
有
り
、
一
つ
に
諸
の
衆
生
を
視
る
に
其
の
心
平
等
な
り
。
二
つ
に
心
⑳
の
平
等
を
観
じ
、
三
つ
に
仏
の
平
等
を
観
ず
る
な
り
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
多
分
に
観
法
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
我
(菩
薩
)
が
自
己
の
平
等
性
を
内
観
す
る
と
き
、
衆
生
と
法
(ま
た
は
心
)
と
如
来
の
平
等
性
を
観
ず
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「海
慧
菩
薩
品
」
に
「
亠
法
有
っ
て
大
乗
を
摂
取
す
る
」
も
の
と
し
て
、
多
く
の
法
数
を
列
挙
す
る
中
で
、
「復
一
法
有
り
、
諸
の
衆
生
に
於
て
其
の
心
平
等
に
し
て
楽
ん
で
大
慈
を
修
す
る
な
り
」
を
数
え
て
い
る
。
「無
言
菩
薩
品
」
に
は
、
「菩
提
心
を
荘
厳
す
る
」
の
に
四
十
事
あ
㊥
る
と
し
て
、
そ
の
一
つ
に
「諸
の
衆
生
に
於
て
其
の
心
平
等
」
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
の
『
大
集
経
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
察
す
る
と
、
「諸
の
衆
生
に
於
て
其
の
心
平
等
な
り
」
と
、
ま
ず
菩
薩
が
内
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
観
は
、
衆
生
心
と
法
性
と
仏
の
平
等
な
る
こ
と
に
到
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
衆
生
の
救
済
可
能
な
る
こ
と
を
菩
薩
が
確
信
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る
と
、
「す
べ
て
の
衆
生
に
お
け
る
平
等
な
心
」
と
は
、
菩
薩
と
し
て
の
法
師
の
利
他
の
実
践
に
対
す
る
心
が
ま
え
で
も
あ
る
。
法
師
は
、
ま
ず
始
め
に
「す
べ
て
の
衆
生
に
お
け
る
平
等
な
心
」
を
内
観
し
、
そ
の
心
で
も
っ
て
人
々
に
「等
し
く
法
を
説
く
」
の
で
あ
る
。
「衆
生
の
心
」
と
法
師
の
「
菩
提
Q
向
」
(bod
h
�y
a
parin
�-
m
ayati　
す
な
わ
ち
、
「説
法
す
る
」
こ
と
と
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
が
成
立
す
る
か
ら
、
「も
し
(法
師
が
、
す
べ
て
の
衆
生
が
)
覚
れ
る
よ
う
(自
己
の
学
ん
だ
功
徳
を
)
振
り
向
け
る
な
ら
ぽ
、
す
べ
て
の
衆
生
は
法
を
仰
ぎ
慕
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
云
う
結
果
に
な
る
。
法
師
が
説
法
し
、
聴
衆
が
そ
の
法
を
聞
く
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
こ
に
法
会
の
六
九
人
文
学
論
集
座
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
経
典
中
に
蓮
花
蔵
(p
adm
a-g
arbha
)
と
号
す
る
如
来
の
も
と
で
、
法
会
が
営
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
。
そ
の
要
旨
を
述
べ
る
と
、
「
蓮
花
蔵
如
来
の
前
に
忽
然
と
座
が
出
現
す
る
(�sana
xn
pr�durb
h�
ta
m
)。
サ
ル
バ
・
シ
ュ
ー
ラ
菩
薩
は
、
そ
の
座
が
無
人
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
そ
こ
で
世
尊
は
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
曽
っ
て
聞
い
た
者
あ
る
い
は
、
法
門
を
書
写
等
の
行
を
修
し
た
者
の
み
が
そ
の
座
に
坐
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
す
る
。
以
上
が
そ
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
事
実
が
考
え
ら
れ
る
。
蓮
花
蔵
世
界
に
出
現
す
る
法
座
は
、
仏
国
土
に
お
け
る
ド
ラ
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ド
ラ
マ
は
ま
た
法
師
た
ち
が
大
乗
法
を
説
く
集
会
を
理
想
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
を
曽
っ
て
聞
い
た
者
す
な
わ
ち
聴
衆
者
と
法
門
を
書
写
す
る
等
の
行
を
為
す
者
(法
師
)
た
ち
が
そ
の
法
座
に
列
席
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
ら
こ
そ
は
如
来
と
等
し
い
善
根
功
徳
を
有
す
る
者
た
ち
だ
と
自
負
す
る
法
師
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
主
催
す
る
法
会
が
、
仏
の
説
法
さ
れ
る
法
会
と
等
し
く
あ
れ
と
、
と
り
わ
け
世
尊
の
法
会
と
等
し
い
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
強
い
願
望
の
あ
っ
た
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
爾
時
世
尊
告
一
切
勇
菩
薩
壗
摩
訶
薩
唾
言
。
善
男
子
。
汝
詣
十
方
諸
仏
世
界
。
告
諸
菩
提
薩
壗
。
今
日
如
来
於
王
舎
城
演
説
大
法
。
汝
等
十
方
菩
提
薩
墟
。
合
掌
恭
敬
。
汝
於
須
臾
速
還
。
及
此
衆
会
聴
法
。
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
推
測
さ
れ
る
。
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
と
法
師
の
主
催
す
る
法
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
在
彼
衆
中
聞
此
法
門
発
浄
信
者
。
皆
得
授
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
。
y
e
ca
ta
tra
sat
(t　v
�h
san
n
ip
atit�
h
/
y
a
ir
im
am
d
h
ar(m
)
a-p
ar
-
七
〇
y
�
y
a
m
ｧ
r
u
tv
�
sr
a
d
(
d
)
a
d
h
�
n
a
t�
v
�
k
rt
�
p
a
(
n
n
�
?)
v
�
,
te
s
a
r
(
v
)
e
v
y
�
k
r
y
a
n
te
jn
u
tta
r
�
y
�
m
s
a
m
y
a
k
s
a
m
b
o
d
h
a
u
そ
の
(
集
会
)
に
集
ま
っ
て
衆
生
が
、
も
し
こ
の
法
門
を
聞
く
な
ら
ぽ
云
女
、
と
あ
る
よ
う
に
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
が
集
会
に
お
い
て
説
か
れ
る
事
実
を
知
る
。
む
し
ろ
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
自
体
が
「
大
乗
正
法
の
説
か
れ
る
集
会
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
法
門
に
は
、
「
法
聚
」
d
h
a
rm
a
-sk
a
n
d
h
a
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
法
師
の
主
催
し
た
法
会
に
お
い
て
す
べ
て
の
「
大
乗
正
法
が
聚
る
」
と
云
う
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
法
の
聚
り
は
、
た
だ
漠
然
と
観
念
的
に
聚
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
時
と
場
所
に
お
い
て
具
現
す
る
こ
と
と
、
こ
の
経
典
の
編
纂
者
た
ち
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
味
は
す
で
に
『
大
集
経
』
に
お
け
る
「
法
聚
」
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
蓮
沢
成
淳
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
結
び
以
上
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
°・
。
旨
σQ
h
�
t
a
-d
h
a
r
m
a
-p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
法
門
は
『
大
集
経
』
の
「
法
聚
」
d
h
a
r
m
a
-sk
a
n
d
h
a
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
『
大
集
経
』
の
大
部
分
の
品
が
成
立
し
た
後
、
こ
の
経
典
は
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
門
を
d
h
a
r
m
a
-
sk
a
n
d
a
-d
h
a
r
m
a
-p
a
ry
�
y
a
と
せ
ず
ω
鋤
旨
αq
h
�
ta
-d
h
a
r
m
a
-p
a
ry
�
y
a
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
経
の
独
自
性
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
月
婆
首
那
は
五
三
八
年
に
訳
出
し
、
ギ
ル
ギ
ツ
ト
地
方
で
は
五
、
六
世
紀
に
は
こ
の
経
血
ハが
書
写
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
四
世
紀
頃
の
成
立
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
成
立
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
経
典
は
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
や
中
央
ア
ジ
ア
の
コ
ー
タ
ン
地
方
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
(尼
健
子
巳
αqan
tha
)
と
バ
ラ
モ
ン
教
、
と
く
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
激
し
く
非
難
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
イ
ン
ド
国
内
で
造
ら
れ
た
経
典
で
あ
ろ
う
が
、
中
央
ア
ジ
ア
と
あ
ま
り
遠
く
な
い
地
方
、
す
な
わ
ち
西
北
イ
ン
ド
の
成
立
で
あ
ろ
う
。
sa
m
g
h
�ta
と
い
う
言
葉
自
身
、
「
聚
り
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
、
『
大
集
経
』
の
説
く
「法
聚
」
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
と
は
「大
乗
の
正
法
の
聚
り
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
具
体
的
に
は
、
種
々
の
事
象
を
意
味
す
る
。
法
師
が
大
乗
法
を
「
受
持
す
る
」
「書
写
す
る
」
「読
誦
す
る
」
「解
説
す
る
」
ま
た
、
法
師
の
説
法
を
聴
衆
者
が
「
聞
く
」
乃
至
コ
四
句
偈
を
聞
く
L
さ
ら
に
は
、
大
乗
法
の
説
か
れ
る
「
衆
会
」
「
経
典
」
(
す
な
は
ち
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』)
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
大
乗
法
が
聚
り
具
現
す
る
、
具
体
的
事
実
な
の
で
あ
る
。
法
師
は
「大
乗
」
と
い
う
言
葉
の
意
識
的
創
唱
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
僧
院
に
留
っ
て
煩
瑣
な
哲
学
に
没
頭
す
る
こ
と
な
く
、
無
知
な
大
衆
の
面
前
に
あ
っ
て
菩
薩
の
利
他
行
を
行
な
う
実
践
者
で
あ
っ
た
。
罪
業
深
き
人
々
の
業
の
束
縛
を
取
り
除
く
菩
薩
の
慈
悲
の
願
い
が
「
サ
ン
ガ
ー
タ
の
法
門
」
に
込
め
ら
れ
て
い
た
と
云
え
る
。
『
サ
ン
ガ
ー
タ
経
』
は
『
大
集
経
』
の
影
響
の
基
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
初
期
大
乗
経
典
の
『
般
若
経
』
『華
厳
経
』
十
地
品
、
『法
華
経
』
な
ど
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。
取
分
け
、
『
法
華
経
』
と
の
関
係
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
註
1.
_.
　
"
A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
ic
a
l
D
i
s
c
o
v
e
r
ie
s
i
n
t
h
e
H
in
d
u
k
sh
"
p
,
8
6
3
.
J
o
u
r
n
a
l
o
f
th
e
R
o
y
a
l
A
s
ia
t
i
c
S
o
c
ie
ty
o
f
G
r
e
a
t
B
r
it
a
i
n
a
n
d
I
r
e
l
a
n
d
.
1
9
3
1
.
(
　
}
　
J
.
、S
a
m
g
h
�
t
a
s
�
t
r
a
-d
h
r
m
a
p
a
r
y
�
y
a
に
つ
い
て
O
.
I
.
B
と
略
す
)
②
"
G
i
l
g
it
B
u
d
d
h
is
t
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
s
"
1
0
v
o
l
s
,
i
n
S
a
t
a
p
i
t
a
k
a
1
9
7
4
°
③
ρ
゜
く
.
"
G
il
g
it
B
u
d
d
h
is
t
M
a
n
u
s
c
r
ip
t
s
"
p
a
r
t
8
^
-9
.
i
n
S
a
t
a
p
it
a
k
a
七
十
八
葉
本
目
=
馨
Z
ρ
ω
①
.
S
e
r
ia
l
N
0
.
1
9
4
7
～
2
1
0
7
.
九
十
一
葉
本
H
ζ
ω
叶
2
o
.
3
7
.
S
e
r
ia
l
N
o
.
2
1
.0
8
～
2
2
8
9
.
七
葉
本
は
=
馨
2
o
.
3
8
.
S
e
r
ia
l
N
ρ
卜。
N
り
O
-
2
3
0
5
.
-j‐
五
葉
本
=
L
is
t
N
o
.
3
9
.
S
e
r
ia
l
N
ρ
器
O
①
～
b。
ω
ω
α
゜
な
お
こ
れ
ら
の
写
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
L
o
k
e
s
h
C
h
a
n
d
r
a
:
"
P
r
e
f
a
c
e
"
G
il
g
it
B
u
d
d
h
i
s
t
M
a
n
u
s
c
r
ip
t
s
.
R
.
A
.
G
u
n
a
t
il
e
k
a
:
"
A
S
h
o
r
t
I
n
t
r
o
d
u
c
t
io
n
t
o
th
e
F
o
u
r
I
m
c
o
m
p
l
e
t
e
M
a
n
u
s
c
r
ip
ts
o
f
S
a
m
g
h
�
t
a
s
�
t
r
a
in
th
e
N
a
t
io
n
a
l
A
r
c
h
iv
e
s
N
e
w
D
le
l
h
i"
S
t
u
d
ie
s
i
n
I
n
d
o
-
A
s
ia
n
A
r
t
a
n
d
C
u
l
u
t
u
r
e
V
o
l
I
.
1
9
7
2
.
④
S
t
e
in
の
報
告
に
よ
れ
ぽ
六
世
紀
頃
で
あ
る
と
云
う
。
Q
°
O
°
H
°
S
p
.
8
6
4
)
L
o
k
e
s
h
C
h
a
n
d
r
a
は
五
世
紀
に
(
"
P
r
e
fa
c
e
"
G
il
g
i
t
B
u
d
d
h
i
s
t
M
a
n
u
s
c
r
ip
t
s
)
ま
た
即
く
.
B
a
p
a
t
は
四
～
五
世
紀
に
文
字
の
上
限
を
置
い
て
い
る
。
(
.、9
一σq
津
冢
⇔
旨
-
s
c
r
ip
t
s
a
n
d
N
u
m
e
r
i
c
a
l
S
y
m
b
o
ls
"
J
o
u
r
n
a
l
o
f
t
h
e
O
r
i
e
n
t
a
l
I
n
s
t
it
u
t
e
,
]≦
°
ω
.
U
n
i
v
e
r
s
it
y
o
f
]W
a
r
o
d
a
X
I
-
2
,
p
.
1
2
9
°
)
Q
D
r
.
O
°
<
°
H
i
n
u
b
e
r
"
T
h
e
G
i
lg
it
S
a
m
g
h
a
ta
s
u
t
r
a
in
t
h
e
S
.
P
.
S
M
u
s
e
u
m
,
S
r
i
n
a
gq
a
r
"
J
a
m
m
u
&
K
a
s
h
i
m
ir
S
t
a
t
e
R
e
s
e
r
c
h
B
ia
n
n
a
l
.
V
o
l
:
1
,
N
o
°
口
゜
勹
゜
4
0
-
4
1
.
1
9
7
9
°
⑥
ζ
゜
ω
゜
K
a
u
l
S
h
a
s
t
r
i
"
R
e
p
o
r
t
o
n
t
h
e
G
il
gq
i
t
E
x
c
a
v
a
t
io
n
"
T
h
e
Q
u
a
r
ta
r
y
J
o
u
r
n
a
l
o
f
t
h
e
M
y
s
t
ic
S
o
c
it
y
p
.
2
-
3
.
1
9
3
9
°
⑦
ib
id
p
.
5
°
⑧
井
ノ
ロ
泰
淳
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
宗
教
」
二
四
三
頁
(
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
』
中
国
編
、
V
共
著
)
⑨
同
二
四
三
～
二
四
四
頁
。
Q
"
A
G
u
id
e
t
o
t
h
e
L
it
e
r
a
tu
r
e
o
f
K
h
o
ta
n
"
p
,
2
8
.
R
e
iy
u
k
a
i
1
9
7
9
.
井
ノ
ロ
泰
淳
「
大
集
部
解
説
」
二
八
六
～
七
頁
。
(
『
国
訳
一
切
経
』
大
集
部
六
)
S
te
n
K
o
n
o
w
"
S
a
k
a
S
t
u
d
i�
s
"
I
n
t
r
o
d
u
c
t
io
n
p
.
1
.
O
s
1
o
.
1
9
3
2
.
七
一
⑪0②③④0⑥0⑧⑨　　⑫⑬　⑮⑯0②③
,④a⑥n⑧⑨　
人
文
学
論
集
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
七
巻
。
三
七
頁
。
　
井
ノ
降
泰
淳
「
大
集
部
解
説
」
二
八
四
頁
(
『
国
訳
一
切
経
』
大
集
部
六
巻
)
同
二
八
三
頁
。
蓮
沢
成
淳
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
七
巻
四
七
七
頁
。
松
本
文
三
郎
『
仏
典
批
評
論
』
一
コ
ニ
頁
。
同
一
=
二
頁
。
同
一
一
四
～
五
頁
。
同
=
一〇
頁
。
大
正
十
三
巻
九
頁
上
。
同
七
七
頁
中
。
『
望
月
辞
典
』
五
巻
四
二
二
六
上
。
蓮
沢
成
淳
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
七
巻
四
七
七
頁
(
「
大
方
等
大
集
経
」
解
説
の
項
)
大
正
十
三
巻
九
七
一
頁
中
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o
冨
0
2
o
.
8
9
-
b
11
5
～
ρ
大
正
十
三
巻
九
七
三
頁
中
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
出
o鵠
0
2
o
.
9
5
‐
a
11
7
～
2
o
.9
5
-
b
11
2
°
M
on
i�r
W
illia
m
s
"
S
a
n
sk
rit-E
n
g
lish
D
ictio
n
a
r
y
"
p
.
1
1
30
.
c
o
l
3
.
　
大
正
十
三
巻
九
五
九
頁
下
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o鵠
o
乞
o
.
3
‐
a
118
～
Z
o
.3
-
b
11
5
大
正
十
三
巻
九
六
一
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
宀o
嵩
0
2
ρ
12
=
a
11
2
～
卜
大
正
十
三
巻
一
六
六
頁
下
。
大
正
十
三
巻
二
二
〇
頁
上
。
大
正
十
三
巻
二
四
三
頁
上
。
大
正
十
三
巻
九
五
九
頁
下
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
ho
賦
o
冖Z
o
.
3
‐
a
11
9
～
N
o
3
-
b
11
°ω
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
下
。
⑪⑫⑬　⑮⑯　⑱⑲⑳⑳⑫⑬⑳㊧　　⑱⑳　⑳⑫　　⑳⑯⑳　　
七
二
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
hO
冨
o
Z
o
.
3
3
-
b
11
1
～
α
゜
大
正
十
三
巻
九
六
五
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o
=
0
2
ρ
4
0
-
a
11
5
～
2
ρ
4
0
b
11
2
.
大
正
十
三
巻
二
四
三
頁
下
。
同
右
。
同
九
六
〇
頁
下
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
出o
胃
o
Z
ρ
り
-
b
11
6
.
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o
鵠
o
Z
ρ
2
6
-
b
11
6
.
匚
コ
大
正
十
三
巻
九
六
九
頁
下
、
ス
リ
.},
fi
/
本
A
fo
lio
N
o
.7
6
‐
b
匸
コ
同
九
七
二
頁
中
、
下
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o
ま
乞
ρ
り
①
1
⇔
～
Z
o
.
9
6
‐
b
匚
同
九
六
三
頁
中
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
{o
嵩
O
Z
ρ
2
9
-
b
115
^
-N
o
.
3
0
-
9
11
3
°
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
下
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
ho嵩
0
2
ρ
3
3
-
b
11
1
～
㎝
゜
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
宀o
醤
o
Z
ρ
2
6
-
a
11
1
～
ω
゜
中
村
元
ヨ
仏
教
語
大
辞
典
』
上
巻
六
三
八
頁
一
段
目
。
大
正
十
三
巻
九
六
〇
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
/
-j゚
Q
fo
lio
N
o
.4
-
a
11
1
～
⑳
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
上
。
ス
r,
ナ
ガ
ル
本
A
fo
lio
N
o
.
2
6
‐
b
11
2
-　-11
5
.
大
正
十
三
巻
九
七
六
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
/
本
A
fo
lio
N
o
.
1
1
5
‐
a
11
5
～
9
大
正
十
三
巻
九
六
一
頁
中
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
A
hO
ζ
o
乞
ρ
1
4
-
b
11
2
-
6
.
静
谷
正
雄
『
初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
課
程
』
四
三
～
四
頁
。
i¢
fo
lio
N
o
.2
6
‐
a
11
1
.
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
中
・
下
。
　⑳⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲ks　⑪⑫
北
京
版
二
八
巻
冒
お
i
膳
l
G。～
出
゜
静
谷
正
雄
『初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
課
程
』
四
三
頁
。
大
正
十
三
巻
九
六
三
頁
上
。
ス
リ
-}-,
ガ
ル
本
Q
fo
lio
N
o
.
2
6
-
b
11
2
～
=
ω
゜
大
正
十
三
巻
九
七
二
頁
中
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
Q
fo
lio
N
o
.9
5
-
a
11
6
～
冖Z
o
.
9
5
-
b
11
5
°
大
正
十
三
巻
九
六
〇
頁
上
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
本
Q
fo
lio
N
o
.
4
‐
b
11
8
～
Z
o
.
5
-
b
11
2
°
大
正
十
三
巻
一
一
八
頁
上
。
同
八
九
頁
上
。
同
六
三
頁
下
。
同
六
〇
頁
中
。
同
八
三
頁
中
。
大
正
十
三
巻
九
六
二
頁
中
、
下
「
時
有
一
座
従
地
踊
出
我
於
此
座
結
加
趺
坐
。
時
我
坐
已
。
有
無
量
座
忽
然
而
出
空
無
人
坐
。
我
問
彼
仏
。
此
座
何
故
空
無
人
坐
。
時
仏
世
尊
而
告
我
言
。
善
男
子
。
不
種
善
根
衆
生
。
不
得
在
於
此
会
之
中
。
世
尊
。
我
時
間
彼
如
来
言
。
世
尊
。
作
何
善
根
得
在
此
会
。
時
仏
告
言
。
諦
聴
善
男
子
。
得
聞
僧
伽
旺
法
門
者
。
以
是
善
根
得
在
此
会
。
何
况
書
写
読
誦
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
-K-+-幻
f
olio
N
o
°卜O
bOi
げ
～
Z
ρ
2
3
‐
b
11
1
,
y
a
th
�
h
a
m
ta
sy
a
ta
-
th
�
g
a
ta
sy
a
p
�
d
a
u
sir
a
s
(�
b
h
iv
�
d
　
�
b
h
ib
a
n
d
y
a
p
u
ra
ta
h
s
th
ita
�
sa
n
a
m
c
a
p
r
�d
u
rb
h
�
ta
m
/
sa
c
a
m
�
m
ta
th
�g
a
ta
e
v
a
m
�
h
a
/
n
is°d
a
k
u
la
p
u
tr
-
(�
)
s
an
e
//
ath
�
h
a
xn
ta
sm
in
�
s
a
n
e
n
isa
n
n
ah
tad
�
c
a
b
h
a
g
a
v
a
n
a
n
e
k
�
n
y
�
sa
n
�
n
i
p
r
�d
u
r
b
h
�
t�
n
i
/
n
a
c
a
k
(ixn
)
c
it
te
sv
�
sa
n
e
su
n
isa
n
　
a
xn
p
a
sy
�
m
i
//
sa
b
h
a
g
a
v
�
n
(
m
)
�
m
e
v
a
m
�
h
a
/
n
�
k
rta
-k
u
sa
la
-m
�
l�
h
k
-
u
lap
u
tr
a
s
a
t(t)
v
�
e
sv
�
sa
n
e
su
sa
k
n
v
a
(
n
t　
i
n
isid
a
tu
m
/
ta
m
ah
a
m
ta
th
�
g
a
ta
m
e
ta
d
a
v
o
c
a
t
/
k
id
r
sa
m
b
h
a
gq
a
v
a
(
n
)
s
a
t(t　
v
�
h
k
u
sa
la
-
m
�
la
m
k
rtv
(a
i)
s
v
�
sa
n
e
su
n
is'd
a
n
ti
//
sa
m
�
xn
b
h
ag
a
v
(�
n
)
e
v
a
m
�
h
a
/
sr
n
u
k
u
la
p
u
tra
,
y
e
s
a
t[t)
v
�
h
s
a
m
g
h
�
ta
-s�
tra
m
d
h
a
r(
m
)a
p
a
-
r
y
�y
a
m
sro
sy
a
n
ti
[te
　
te
n
a
k
u
sa
la
-m
�
le
n
(
a
i　
sv
�
sa
n
e
su
n
isa
tsy
a
n
te
S
a
m
g
h
�
ta
s
�
tr
a
-d
h
a
r
m
a
p
a
ry
�y
a
に
つ
い
て
//
k
a
h
p
u
n
a
r
v
�
d
o
y
e
l
i
k
h
is
y
a
n
t
i
/
t
v
a
y
�
s
a
r
v
a
-
s
�
r
a
s
a
m
g
h
�
t
a
m
d
h
a
r
(
m
)
a
-p
a
r
y
�
y
a
m
s
r
u
ta
m
y
(
a
s
m
　
t
　
t
v
a
m
a
tr
�
s
a
n
e
n
i
s
:
d
i
ta
h
/
a
n
y
a
t
r
a
k
a
s
t
a
v
e
h
a
B
u
d
d
h
a
-
k
s
e
t
r
e
Sb
h
y
a
(
n
)
ta
r
-p
r
a
v
e
s
a
m
d
a
(
d
h
i
t
)
//
⑭
大
正
十
三
巻
九
六
七
頁
中
。
同
九
六
四
頁
下
。
⑯
ス
リ
ナ
ガ
/
-jEr
Q
f
o
l
io
N
o
.
3
9
-
a
1
1
7
～
c◎
。
匚
七
三
